
令和 7 年度第 1 回市川市社会福祉審議会地域福祉専門分科会 
 
 

開催日時：令和 8年 3 月 23 日（月）14：00～15：00（予定） 
開催場所：市川市役所第一庁舎 第 2委員会室 

 

 

会 議 次 第 

 
１．開会 
２．議題 
⑴正副会長の選任について 
⑵令和 7年度生活困窮者支援等のための地域づくり事業の報告 
⑶その他 

３．閉会 
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参考資料 2 生活困窮者支援等のための地域づくり事業 業務委託の内容（仕様書抜粋） 
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生活困窮者支援等のための地域づくり事業 業務委託の内容（仕様書抜粋） 
 
業務目的 
地域におけるつながりの中で、住民が持つ多様なニーズや生活課題に柔軟に対応できるよう、地域住民のニーズ・生活課題の把握、住民主体の活

動支援・情報発信、地域コミュニティを形成する居場所づくり、多様な担い手が連携する仕組みづくりを行うことを通じて、身近な地域における共助の
取組を活性化させ、地域福祉の推進を図ることを目的とする。 
 
コミュニティソーシャルワーカー（CSW）の役割 
コミュニティソーシャルワーカーの役割は、地域ケアシステムの推進のため、主として公的に制度化されていない多様な分野であるインフォーマル領域に

おいて、自治（町）会、子ども会、高齢者クラブ、民生委員、ボランティア、NPO 法人、障がい者団体、学校、シルバー人材センター、民間企業等多
様な主体や個人の地域福祉活動の支援を行う「コーディネーター」であり、地域福祉推進のため、地域づくり事業を推進する専門職。 
 
業務内容 
⑴ 地域住民のニーズ・生活課題の把握 
 住民のニーズや生活課題、それらに対応する社会資源の状況などについて、以下の会議体に必要に応じて出席し、実態把握を行う。 

 ①各地区でのニーズ把握のための会議体 
 ・民生委員児童委員地区協議会 ・地区社会福祉協議会が主催する地域ケアシステム推進連絡会 
 ・地区社会福祉協議会が主催する相談員会議 ・その他地区社会福祉協議会が主催する会議 
 ・高齢者サポートセンターが主催する地域ケア会議 ・災害に関する地域の防災組織との連携会議 
 ・その他、各地区でのニーズ把握に必要な会議 
②市川市域全体でのニーズ把握のための会議体 
 ・自立支援協議会グループスーパービジョン ・市川こども食堂ネットワーク会議 ・ボランティア協会運営委員会 ・保護司会役員会 
 ・フードバンク及びフードパントリー開催団体との会議 ・口腔ケアネットワーク会議 ・PTA連絡協議会役員会 
 ・千葉県スクールソーシャルワーカーとの連携会議 ・委託者が主催する地域ケア会議 ・災害に関する関係機関との連携会議 
 ・その他、市域全体でのニーズ把握に必要な会議 

⑵ 地域住民の活動支援・情報発信等 
 ⑴により把握したニーズや生活課題に対して、地域の住民主体の活動をより活性化させるよう、以下の地域住民の活動支援や情報発信等

の以下の取組を行う。 
 ア 地域住民の生活課題解決および社会参加の促進に役立つ情報を提供・共有することができるよう、事業者・団体等が提供するサ
ービスやその他地域資源を把握するとともにそれらの情報を集約する 
イ 地域における住民のニーズ・生活課題の解決に向け、これらの課題に対する支援を行うボランティア等を新たに募集・育成するなど、
地域資源の発掘を行い、地域における協力者の増進を図る。 
ウ 地域での支えあい等の仕組みである「地域ケアシステム」の考えのもと、この仕組みの推進母体の１つである地区社会福祉協議会
が主催する会議に出席し、地区社会福祉協議会の活動を支援する。 

⑶ 行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手がつながるプラットフォームの展開 
 行政、地域住民、NPO 等の地域づくりの担い手がつながるプラットフォームの場として、地域ケアシステム推進連絡会を活用する。地域におけ

る多様な担い手を集め、地域の課題や社会資源などを共有して意見を出し合い、これを新たな気付きを得て地域に還元できるよう、地域の
担い手の新たな関係性の構築に向けて、会議の開催を地区社会福祉協議会に促し、以下の議題を主体的に提示する。 
・地域住民のニーズや生活課題に応じた地域活動の創出 
・地域の社会福祉法人や NPO法人等に対する地域住民のニーズの情報共有 

⑷コミュニティソーシャルワーカーの業務 
 ①地域住民への個別支援等 

ひきこもり、ゴミ屋敷、ヤングケアラー等のいわゆる制度の狭間で悩む地域住民や、世帯全体が複雑化・複合化した地域生活課題を抱える
世帯の情報を得た場合は、その状況を的確に把握し、地域住民によりそった支援を行う。また、必要に応じて委託者が実施する「重層的支
援体制整備事業」における多機関協働事業の事業者への連絡や重層的支援会議及び支援会議の出席等、相互連携を図ること。 
②地域づくりに向けた支援 
属性や世代の垣根を超えて地域の様々な人と気軽に関わる等、安心して過ごすことのできる居場所づくりを推進するため、その人らしくいられ
る居場所の開設に向け、地域住民等へ支援を行う。 
なお、既存のサロンにおいては、高齢者、障がい者、子ども、生活困窮者等や制度の狭間で悩む地域住民も参加しやすくなるよう、誰もが活
躍できる居場所づくりに向け、地域共生社会の理念を周知すること。また、属性や世代に関わらない居場所づくりを推進していくため、市川市
基幹相談支援センターえくる、こども食堂（地域食堂）を支援する団体、市川市生活サポートセンターそら、千葉県中核地域生活支援セ
ンター、市内小・中学校のライフカウンセラー等の意見を聴きながら、これらと連携すること。 

 



参考資料　地域支援

具体的事例

⑴ 地域住民のニーズ・生活課題の把握① 地域支援の内容

「その他」の内訳

・病院受診時に同伴者を求められるものの、付き添いを依頼できる人がいないという地域課題を把握した。

同様の困りごとが地域からも上がっている状況を踏まえ、地域の会議体において課題の共有と対応の検討を行った。

また、地域住民主体のインフォーマルサービスである「お互いさま事業」の実施に向けて支援を行い、

個別の困りごとを地域の支え合いの仕組みづくりへとつなげた。

⑷ ②地域づくりに向けた支援

・お互いさま事業のコーディネーター不在エリアにおいて、支え合い活動の立ち上げを希望する団体を支援し、

事業と連携しながら今後の団体活動のあり方について情報提供を行うなど支援を行った。

⑶ 行政や地域住民、NPO等の地域づくりの担い手がつながるプラットフォームの展開

・お互いさま事業の実施にあたり、担い手が不足していることが課題となっていた。

このため、お互いさま事業養成研修を実施し、新たな担い手の発掘に取り組んだ。

研修では、生活課題や「地区にあったらいいと思うもの」をテーマとして、グループワークを行った。

⑵ 地域住民の活動支援・情報発信等

② 地域支援 かかわった地域団体(複数回答有り)
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・個別ケース（外国籍住民）への支援を通して、地域で孤立しやすい状況や交流の場が少ないという課題を把握した。

その課題に対して、日本語交流会や多国籍交流会を開催し、外国籍住民と地域住民が交流できる場づくりを行った。

また、関係機関やボランティアと連携しながら継続的な交流の機会を生み出し、

地域の中で外国籍住民が孤立しない環境づくりにつながるよう支援を行った。

・フードパントリーを「開かれた地域の居場所」とし、

CSWが関わることで食料支援をきっかけに困りごとを抱える人とつながり、

早期発見・相談につなげる「福祉の窓口」を設置し、利用者への相談支援を行った。



参考資料　個別支援

③ 　個別支援の内容
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④ 個別支援 相談内容(複数回答有り)

① 高齢者介護・家族関係の相談支援
70代女性。要介護5の夫の在宅介護と精神疾患のある娘との関係悪化について相談。
家族関係の整理や今後の生活の見通しについて傾聴を中心に支援。関係機関との連携も視野に入れながら継続相談と
した。

② 生活困窮・健康問題への支援
80代男性（生活保護・独居）。体調悪化の相談。
生活保護担当や高齢者サポートセンターと情報共有し訪問支援を実施。医療機関への搬送につながり入院支援を行っ
た。

③ 近隣トラブルと精神疾患疑いケースの調整
40代男性（独居）。近隣住民とのトラブルが頻発し地域住民より相談。
民生委員や地域住民と状況を整理し関係機関との連携を検討。地域の安心確保の観点から見守り体制の検討を行った。

④ 高齢者の転倒事故を契機とした生活支援
70代女性（生活保護・独居）。転倒し生活困難となり相談。
訪問により生活状況を確認し医療受診を調整。退院後はボランティア等と連携し生活支援を継続した。

⑤ ヤングケアラーが疑われる家庭への支援
難病の母と不登校の中学生を含む家庭。ケアマネより相談。
専門職会議を開催し家族状況を共有。教育・福祉機関と連携し支援方針を整理した。

⑥ 外国籍住民の地域支援
40代女性（外国籍）。日本語支援の相談。
ボランティアと連携し日本語交流の場を設定。地域の居場所づくりにつながる取り組みを開始した。

⑦ 高齢者の法律・相続相談支援
80代女性（独居）。相続手続きに関する相談。
司法書士相談への同行支援を実施。手続きの理解と安心につながる支援を行った。

⑧ 外国籍住民の医療受診支援
20代女性（外国籍）。労災による骨折後の医療相談。
通訳ボランティアを調整し医療機関受診に同行。生活支援と医療連携を継続支援した。

⑨ 孤立・ひきこもり状態の若年層支援
40代男性（生活保護・長期ひきこもり）。生活全般相談。
関係機関と訪問し地域資源の情報提供。社会参加に向けた関係づくりを開始した。

⑩ 生活困窮高齢者への制度利用支援
80代女性（身寄りのない独居）。生活費不足の相談。
高齢者サポートセンターと連携し生活状況を確認。生活保護申請に向けた支援を開始した。

具体的事例

「その他」の内訳
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